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思わない。其しτ究第に畑地が布利に展開しτ
' ・くるさ思ふョ叉音~は永田でも可能である。ー
般には多角的縄管に向へば.t18が重要牲を婚すさ
思ふコ夏に終来の農村に於ては原野さ農地及山
林さ農地の遁雷なる結合が考へられる様になlる
さ思ふロ闘有林の存在及山林経管は現有のま=
では駄目である。邸ち、 1It本の所有型態が考え
られて来る。原野も然り d結局棉ての艶に地方
的特色を生かしτ戴きたいさ念願するものであ
る。経膏に畜産が入り加工が入る事は疑ひはな
いが若干の工業も農村に入つτもよいさ思ふ。
之の形は限定の必要石認めない白即ち資本主義
的でも中間的でも弾力性のある考八で大謄iニや
らねばならない';0 ~pち農村に農民さ工業民さが
混布し農民め中にも工業民が出来工業民の中lこ
も農民が出来、在来の農民、工業者よりも理解
ある農民、工業者が出来、回国農業の機なもの
ざなり文化的向上在来たすものさ思ふコ又農地
改革は行われたが終来農業大規模化が起れば農
業零細化の危険か濃厚で農民努働者~tIiし此所
にプロ νタリアぞ出すのである。断る所日本が
土地制吏に於τ飛躍的な費麗ぞしたさしでも解
決したさは云えない。私はカ、っτ米国ヨセ Eテ
鈴谷に於ける大平洋問題調査合tこ出席じたが、
席上ソ聯代表が日本め農民が貧闘であるのは地
主が小作人や持取するためであるさいったが、
私は之さ意見さ異lこした。私はニれよりも農地
が決小なるこさが一大原因で今日は分配問題よ
りも生産問随でみるさ恩ふコいつまでも公式論
や繰返してゐるやうではlfo活は決して良ぐはな
らない3
この決いさ云ふニさ拡何時迄もつきまさふが
高度の技術三文化のま華麗そもたらす7こさによっ
τ克服出来るさ信守る。如何に機械化如何に電
化しても解決出来ない。之れぞ解決せ?農民陣
村を刺戟するやうになるさ日本の蛭糟は亡び
る。併して此の結果を喜ぶ閣は如何なる圃か如
何なる園が悲しむか我々のよく考えるぺ舎一大
問題なのである。世界勢力は日本の農業~赤化
に導〈こさや希望するや否や。農村恐慌が~る
さ云ふが外国食料の無制限犠入は防けるさ思
ふo~pち二重慣格制をさり外国食糧は攻府が利
鞘を得圏内食糧は損をしτ農村、都市ぞ係護す
ればよいさ思ふ9 之れは個人の希望ではない。
日本に深い好意を持つ園々の希望なのである。
討論ざしては現布農業者は愚も恵まれてゐ
る。故に園家の放局径数ふ自費や持ち、園家は
経清原則ぞ無視するこさなく剥舎正義に立つτ
公平なる政治各行ふ円ときである。
私は農民諸君の奮担~望んでやまない次第で
ある。
主要農作物病害の見別貯方"
. (主として病微による眠別)( 2) 
(3)小委の病害
1 :子苗の病害
a)積雪後に顕著に枯Pげる.
.西
ht蜘妹巣欣の薗綜寄主を蔽ふ。
門
紅色零腐病 Calonectriagraminicola (Berk; 
et Brme.) Wr. 
b宮業部は腐敗じて紙Jt.械さなり輩・棋には
補色を呈する薗緩を主主じない‘
詫
a2'積零さ聞係無ぐ費生する.
b)早春より全株帯黄色さなり棋は腐敗する
賞枯病 Pythiumsp. 
.b2幼街朋より枯死する。
C)主さして根際部が黒色さなる。
立枯病Ophiobohlsgraminis Sl1cc. 
C2主さLて葉に褐色斑匙を生歩る。
斑I'i病 O.凪tiv聞くP.K. et B) Ito 
褐色響腐病 PytbiumIwnyamai S. Ito et Kllrib. 
h 兼は紙片献に腐敗し、飴色の聞い薗侠が 2葉及び揮の病害・
i柑著する 'a1斑艶性病斑を現すもの
雪:n者薗俣病 Typl叫 80lt畑 DaImai ht病斑は薗締又は胞子椎の現はれずkもので
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掛蹴~呈する。
Cl 白色粉賦の薗叢により覆はれる。
白溢病 EryoiphegramIilio '0. 
C:2貰色の胞子堆縦に蓮り保斑さなる。
貰鋳病.Puccinia gln回 rllmくSchmidt)
Eriks， et Henn. 
C，赤褐色の，t形i血子堆を散生すlる.
赤鋳病 P.tciticina Erik晶
c..浪褐色づ〉楠大きい胞子土佐を散坐する.
黒，鰐病P.gramini8 Perlo 
b2病斑は小形散生する。
Cl病斑部会後iこ煤賦の徹を生今るo
dJ病斑はト3xO.5-1mlJl黒禍色
斑酷病 0凶iobolu8凪 tiVUBCP. K. 
et B.) 1ωet Ku'rib. 
d~ 病斑は 5_;;， lðx2~4mìn友禍色で周囲
に淡黄色の量止を有する。
資斑病 Hl;lminthosJ>Orium Tritici .
vulgal'is Nioikado 
C:病斑lこは後黒色小粒I'iを生す唱。
dJ病斑は補色、潰褐色緑黒粒動は縦に
-列生する.
角斑病 Macro{lhomaHennebergii 
Kuhn 
d2病斑は不規則形、 E昭島乃至灰白色、
顕著な黒粒駄を生歩る。
葉枯病 SeptoriaTritici De臨
da病斑は椿園乃至不規則形黒色粒思邸主
顕著でない.
梓枯病 8ettorianodorum Berk. 
d.病斑は晴褐色.固形或は惰問形ー表
、面に黒色小慢を生歩る.
黒、動病 EpicoccumTritici P. l-!enn. 
hs業片築鞘或は梓に縦に毘き傑斑令生歩る
C1傑斑は葉より葉鞘稗に縦貫し黄禍色で
あるみ
傑斑病 Cephal08porinmgram1neum 
Nioik. et ] kata 
C官僚斑は蒼白色で縦に破れて黒色の胞子
を散出する。
梓黒穂病 UrocystI8T1"Itici Korn. 
C:，棄に賀織の耕欣の繍を生守る。
縞萎縮病 Viru8
q 稗に淡黒色の陳斑を生今る.
黒梓病1Lcteriumtranslticens Jon阿・
Jobn・onIt Rerldy 
33斑動性でない病害
b1草丈著しく萎縮し葉は捻曲する.
萎縮病 Virus
b2草丈は補々低〈葉は幅虞〈大さなの出穂
しないか叉は登熟しない。
貰化萎縮病 Scle'rosporamacrospora Sac. 
h草丈は.時正常
C)帯、葉1備tこ濃褐色粉肢の胞子土佐4量生守
る。
黒鋳病 PU∞iniagraminis Pe九
C~ 枯死した植物の稗、葉の圭面黒色楳肌
を呈する。
黒慶病Cladosporiumherbarum r~ink. 
Cs梓、業側に細長の淡褐乃革帯黄色の病
斑.a生-t-'"る。
梓枯病 8eptorianodorum、Berk.
c.，梓、棄鞠の特に地際延 (.IC褐色長楕周
乃至紡錘形斑匙を生心後薗績や作る.
株腐薗稼病 Corticiumgra凶neumIkata 
et .Mate. 
Ce根及び地際部黒褐色に費ι不葉より糞
費枯死する.
立枯病 OphioboluBg，raminis 8uc. 
3穂及び種実の病害
al穎は原形.a存しない小穂は黒色の塊さ化
しτ胞子は風に飛散する。
禄黒穂病U鈴ilagoTritici (per8.) Ro・tr.
a2穎は原形を有する。
qJ穂は白:憶さなら加、。
CJ 穎は梢々線黒色々呈し、永らt緑色i?
帯ぴ、穎の開'1大である。
d1 子置は黒褐eにしで潰せぽ異臭~習を
する褐色の胞子塊をtU示。
丸隈黒穂梼 Tinetiafoetemherk-et 
C白rt.)Tul. 
網腹黒穂病 T.Tritici (Bjetk.) Wint. 
4 子賞は黒色、小形、竪間
粒線晶病TylenchusTritici (S・)Bast. 
C2穎は禍色に費じ子賓さ共に帯紅色の薗
赫で蔽tまれ後藍黒色め固い踊~生やる
赤 f般病Gibbel'ella8aubinetii CMOllt.) 
Sacc. 
Ca穎に斑製iを生す?る，
向上端褐色後夜褐色、黒色小粒酷令生
(86) -6-
歩る.
蒋枯病Septorianodorum Berk. 
d，暗褐色の斑匙を多童文生じ又金蝿暗椅
色ざなり枯死郁に保賦の荷量を生..，.る
子貨はその匹郁黒椅色さなる.
斑動病 Ophiuoolu8回tIVU8(P. K. 
et H.)Ito et Kprib. 
da穎に黒色の傍観-a>生?ゐ.
黒梓病Bacterlumtraus!uGeno 
Jones， John8o~ et 
Reddy 
旬穂は自穂ざなり登熟しない。
_Cl地際の基及菓鞘が黒色さなる.
立柑病 Ophiobolu目gramini1!-Sacc.
C霊地際部に褐色紡錘形の斑紋-a>生歩る。
株腐菌接病 Corticiumgr叩 ineumlkata 
et Mat目・
Ca根が褐型をする。
線腐病長felmfutllO，sporiumsp. 
(4)玉昂黍の病害
1葉身葉鞘及揮の病害
a]病斑は葉面lニ散生徴小赤褐色籾質
銃病 PucciniaSOl;'ghi Schwein 
a雪病斑は保斑献で褐色乃歪灰色ではないo
b;.葉脈に世ひ黄色の狭き傑斑をー面に生
?る也
候斑病 Yirus(8treak) 
bt葉に白色又は黄白色の保斑を生じ病斑
部には往々霜賦の鍛冶形成する。
露歯病 Scler08por.凶可dio(Rac.) 
Butl. 
as病斑は圏形乃至紡錘形、県補色又は灰色
であるo
b1 初め貰色後黒棺色、固形乃至線形の小
病斑を生じ多〈融合するo
斑艶病 PhY80dermazeac・maydio
8how 
192葉鞘及葉じ1x色句大きな融合せる病斑
を生じ褐色冨紋様の周線沿有する。
紋枯病 Hyp白chnU8SIl岨kiShin込i
b，病斑は薬身葉鞘花序に多数費生紡
錯形乃至情嵐形 10x2mm位よりは大
き〈ないd屡キ紫色.30ま紅色の量を生
-7..-
歩る
胡麻薬枯病 Ophiobolu8hete.roatrophul 
Drechs. (c=Helmlntholp-
ol'Ium m晶ydi. Nlwik. et 
Miyakeコ
防病斑lま葉烏己主主じ2たきな紡鋸形(太さ
前者の肱倍以上3初め帯膏疏白色後梢
噌色ざなり、後械毛賦ぞ呈する。
煤紋前H，elmJuth08porlumt日間icum
Pa凶・
h 稗葉花序根の匝別立〈幼弱なる部分に費
生病部は光津ある白色の溜ざなり後内部
に黒粉-a>生じ、破れて飛散する。
黒穂病 Ustilagozeae (Beckm.) Ung; 
2穂の病害
a1雌iの花習の他稗、繁、稀に根iこも鷲さも:
.初め光都ある白色の瀦-a>生じ*で内部は
黒色ざなり後破れて黒色の掛-a>飛散す
る司
黒穂荊L'stil!，gozeae (Beckm.) Ung. 
;lIt.花序にのみ費生ι、贈を作らすき被害穂は
後破れて黒粉を飛散し、赫肢の筋-a>残す
で赫黒穂病SorosporIumReili岨 um
(Kuehn) McAlp. 
3全植樹の病害萎凋
.3)植物は萎凋し、動は褐色さなり、葉には
蒼白色の萎凋せる候斑ぞ生じ乾燥する。
導管には黄色の粘液ぞ含I}o
細菌組j萎減病AplaDcbacte:rStew(lrti (Sm・〉 . 
lLcCull. 
a2 地際より少じC上部が侵され水浸航さな
り葉は萎凋し後輩iま溢れて倒伏するa
塞腐病 PythiuIlde ，Bary8r.Um l{e酬・
く，87)
